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|れたのが， 35年度共同研究としての r勤労青年数脊調査j であってs 全国から
震イヒ抽出された約 10.，000名の19才勤労青年に対しp 質問紙による回答を求めた
ものである。
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ロ 臨場との溺係…・通勤形態p 就職のてづる， 労，働組合刻、入の有無













































実雲乎 自営泡 ニ ・ 三児 長 ・ニ ・三女 燈 用者
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全国集計百分率 54.'1 32.8 
(i注) ，1. イセ民主主銀事草合惨で， 長男i あ~~、ほ後手で羽らかに家事長を継ぐ左みなされる男子を自営混とした。
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10 23 33 
81 ，97 178 
一100..0 lo.p.o 
一 一1.J49:f;， 91~名
(i':!:) 念国集計百分率をま，勤め人:9J守二3.726名および女子3，241名のi忌幼形態からみた割合を引用した。全国集計ではm~年 ・ 無答が男子2. ; ~，ム女チ1.7%あるが. ここでははぶいてある。
. 17.5 0.9 0.6 
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商 工脊年 生 活 類 型別輯主主人数
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めr 第二次産業従泰の家庭からは男女とも 3分の !となっている。全国集計と




















第 5表 商 業見 の。 健 苓〈全区集計との比絞〉
みErL竺 |肉親あり|父なし )母なし |欄なし|無 答| 苦1・
木県主母子 人メ数 7，91 14135! | 生 10105 0
'/ '/ 75.2 3.8 1.0 
η tR=F J?長K書官 102 ?~1. 2 139 ，" .<1 73.5 23.0 0.7 u 100.0， 
会q関勤'/め人男女乎子F%4l! 4.6 勺22.2 3.61 O. 100. 
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とは2 やはり木県の中小企業勤務者の実態を示すもりであるまいが。なお.男


























l入当り 4，000円以下がp 男女とも 3分の l以上をしめ， p，OOO円以下をふ4め
ると}男ゑ之 ~65%もの家庭がその中iζ入る.0








































にもろ くに入れず，主婦の大部分はオーメ もー;!<tl，ijl'"ー ト もなくp 雑誌もほとんど
説ぎず，需要巻をもつものば半分前後~いう生活状態。
・ 4~GOO門をこどiる生活 . 
、危機線はー応巡りすぎるが，




















ーでは欠償家庭はど うであろうか。 4，000円以下が 4分の 1(25%)脅 しめ，








のであろうかs第7表ー による とp 通勤者全体では工員がる3%で半数強p 義務廠
第 7表 透勤脊年の職業別人数およびその割合(会隠集計との比較〉
男~女4別二二三十三敬三語三長Bさ~I :γ ，_ 員 |事務販売 |サービス!麟酬その 他 |
本県男子 人%数 61' 13 2 141 
1 1 58.1
1 
12.1 1.9 J3.3 100.0 
本県女子人%数 67 40 12 139 
I( /J 48.2 28.8 8.6 一 lOO.O 
オ玉県討 人数 128 53 14; 14 244 
1/ " うら 52.6 21.7 '5.7 5.7 100.0 
金霞勤め人男子F9641 49.0 一















































































































第 2間 勤続3年以上 (以下〕の考の身分別割合〈金属集計との比絞〉
% 
鈴事正~.lf.l;I.主 事(t/串〉
¥ 向 よ τt i81T，) 
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第 H表 職種別，男女別， 1 1コの平均勤務時間別りム数と割合
...全国集計とり比較
本県労子全員 (人数)
































































C注1)労働基滋法第唖室主・労働時聞の;知こ， 告~32条一使周者は， 労働者に， 休憩時間主"








































































































る。男子では 「自分にむいているJ (28%)， f将来性があるJ (19;めと考
えて，意図的，積極的に職場を選択した者は47%と約半数に近くなっており ，
?毅やままつりの人の意見J (19克〉とか， f)にまたま人にすすめられたJ ( 5 
5め といった他律的，消緩的な選択が24%で約4分の lである。さらに T適当
な職がなかづたj り (13%)， 了職場が近かったI (7%)ためK入った者も
-18-
第 13表 選職の理由〈全国集計之の比較〉
¥ 応 答 I自分に1:カ将i来あ性1収よ入バけ|れ人ずにめたす墾…士三り字い委主~「1|翌5だ主rま職が場近そ千 Ii十 l、"-.._、 むL、て ら人の怠なか
レある 見た つ:1"
他7創品無川名 1仰1056 
制男子人数 jm j j 勾 1 q 'I % 1 27.61 19.01 -1 4.81 19.01 1.0 13.3j 6.7 
η 女子人数 91 51 181 241 31 341 13 11 139 
W ヲ~ 1 21.61 6.51 3.61 12.91 17.31 2.2 空;4 0.71 10.0.0 
全国勤め人男%メ||246431 26i91 |
，/ IJ t足1.4. 54吋 17lititi22121| 川16.61. .31 15.0] 9.61 4.21 '2.11 100.0 
20%ibる。
ところが女子は， r自分にむいている， (22%)とか， r将来性があるJt 
(7 ~G) と，意図的に職場を考えた者は29%1とすぎない。そして f親や他から
すすめられた者j が30%， Iほかに適職がなかった」りく25、広)， r鞍揚が近





会国集計による勤め人をみると少男子で， r自分にむいている~ ， r将来性
があるj として希望的，積極的た意図会示した者は53%あるのに対し，女子で
は40%とp いずれも本県の場合より高い率を示している。特に女子についてみ











第 1~ 羨 通勤者の就職"てづ、る担u人数とその割合
..全国築計とめ比絞
-，""":'"区~分、、、』、，、、、て一\づ、る~<I!寸泌t 放|ω|然答|普十
実 本県 。男女F子 13' 22 4 1凶" 36 1 139 
数 会関勤め人安主E全子= 応答別人数不明 3.726 
" I! 同 上 3.241 
日
本j展
がヲ5=4F ト 12.4 36.1 21.0 3.8 100.0 1 1.17 28.8 25.9' 7.9 100.0 
会分











共同t普段結果~t見逃すζ 之ができない。(注 「勤労管年の生活J307ペ ジーより〉
すなわち









































































o2152g3tZ Ja n R
3.0 9.1 
21.1 12.0 21.1 一
子| の放{也 分率
12.5 45.0 25.0 2.8 5 2.8 55.5 25.0 11 






が， (第 l図参照) 1人当り4，000円以下という愛しい家庭が，男女とも 3分
のlを数える状態であった。ここうした経務状態を青年たちはどうみているので






























































































付事〈まt・事すら 2z京事nj1t4 科重zf H 軍
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13r5 t 2 















































第 8図 仕事につ い て……全国集計との比較
必 S 圃圃軍事
晶 ， ・与 信富里由実手












































一一一下 仕事のやりがい !大いに |抗 |添い |まった !酪 | 叫
悼の興味 ~下一-一一|ある|ほう lほう |くない l鰍 | 引
あまりおもしろくないと第えた人数 司 3l[ 401 7 羽
%3.~ 36，91 47.61 8.31 3.~ 


















































~ 19 奇襲 l険組による勉 強の必要性
¥ てほしにあ |ゃゃあるlEmirくlp怠|計
男子エ 員 匁寸1 建築遼稔 9 (64.3~ <1 (28.6)1 1 14 (100.0 
1 事務販売 8 (61 .5~ 3 2 (15.4)1 13(100.0) 
ψ:乎工 員
7叫 14T491吋1 事務販売 16 (40.0， 6 (~O.O)I 8 (2().O 40(100刈






















































第 10図 労 働 観・…-企図集計との比絞
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次:C ， きれいなjJ.~の仕事より ， 汗や泊にまみれて働く仕事のほうがねう












第 20表 「義務よりも油まみれの仕事がよいlの応答者Ij，I 
職種別人数と割合
lそほんとうに|そんな気Iあまりj芯IぜんぜんI騨答・然Iう思う がする わない 思わない 計
実?信審議l 61 14 13 
:1541 467 0 要t 15 2 12 
百fli勢調 9，8: 1.6 101.0 7.1 100.0 15.4 100.0 
分
耳宮 女乎ヱ本サ務ー線ピ南尉ス|




















































古f示L.，別科，通信教育などみるべきものがないQ 特に男子の 3分の 1以上に
及ぶ定時制進学率は，全国勤め人の率 (233めよりはるかに商しさすがに定

















































ものとの色分けをすることができょう。それによ ると，男子では5，6， 7， 

















































































¥¥、丈ぐ谷¥、 蜘…一凱釦……う同州肌け刷枇tにζ…一|…|…霊脳|計そう応、う がする わない 思わない
;:<Ii:l県男子人数 7 37 ‘ ラ io1a0s 5 1/ % 6.7 33.2 4.8 
ηI( 女子人'}G数 12 50 52 6 101O3，9 O| 8.6 .16.0. 37.1 4.3 











男女とも14%に過ぎなし、。その内容からみると r 男子の工業s 女子の家庭， 文
学， 商業関係、が目だつ程度で全国的な傾向とも一致している。
第 22表 個人で勉強‘しているこ之…一全国集計との比絞
計___.1業 .1同州、|四VI、|問V内l |その他|い | 
本I!県男子人%数
1.01 1.0. 一一 一10.:51l.Of - 2.9166.4116. 
105 
10..01 
1/ 女子人数 -1 941 2 139 










が男子炉1 81 2m Ai 23 8! 
" 氏子人数 1 101. 37' 421 矧
| 
伊勤め人












三三ru!ぉ15-γlr|あまおりす の tち祭 読んで 官十ベて I，j、散 らん関ツ函 レない





/J % 1 37.11 1.01 7.611.07. 27.61 2.91 -1 3.81 1.91 lQU.O 
H 女平 入メ量究 9明.倒 3|i 
- 18 3 7 1 10 13司
1 % 1 361 2.21 -' 12.9124.5 4.31 5.01 0.71 7.21 3.61 1 
全
n















































































































































第 27~聖 L当分の将来と勤め先の将来(念同集計との比較〕、ご l州出を断てりす。…u
…|切る… | 勺，i I Æ..~ 1く だこみはなみ に窓・無答 計
る〈なるろう い ない
AtfLI県男=r-人%数 14 4: 3 壬 105 41.8 2.9 3.8 100.0 
Hlf 女子人%数 70 l2 6 139 50.'4 8.6 4.3 100.0 











































次いで 「その他自分自身のこと」カi18%. r学歴がないと 主」と「なやんでい



































































































2SJ Z 動.ilIl ~ ¥'9 
腕を上げることに努力しーといるにちがいない。 これを秒属別にみると，男子で
























本県男子人数 21 11 3! 105 
1/ ?品 20.1 10.5 2.9 100.0 
，仰 女子 人銘数 29 P 7 139 
20.9 24.5 43.1 6.5 [j，O 100.0 


























v v →司、「 -d
itif t ，?tL る

































|りぺことかL、 い きだ ない
本県刻午人数 26 5 32 4 29 9 105 
" うも 2(..8 4.8 30.4 3β 27.6 8.6 100.0 
H，，女子人μ数 26 6 36 6 51 14. lo1o3-9 o 18.7， 4.3 25.9 4.3 36.7 10.1 . 


















































































































また休日のあ り方については，勉強の機会として過ごすよりは「レグ リェ- ~



























男子の42%，女子の55%が継続意志あり と答えている3 女子の55%のう 主>40%
は f結婚するまで〉という条件つきであるから，女子青年の便宜主義的な考え

























ては将来'性毒事に及ぶとき"， r学歴がたいJ 劣等感・として意畿され， ひいては





















































































路に応じ， 青少年め生活と勤労の環境に却して行なわれるべきであり p この意







































第 31表 職業別人数 と その割合
男 =子
]除 全シ世宮 |人数 |メ 験 事長 |人数 1%
差建量大是 転具躯婆製切車仕製修 造エ量
8 理空雪 容議き高 容賢官1 サーピ3 
食芸女 裳 給 仕妓中
38.6 
2 ス的
1 J .歌人的 18 60.0 
紋洋匡l 工理立
工 員 I換織 器物具理世製工造
工員 洋7iラ J食乳具工製筆造者所工造襟 16.7 
阪員 |食 料 品販売I 6.1 19.4 
燥欽 機
事務員|議星雲In 21 6.5 
臨 員 警書JM籍服議販販室売 歌人的 |洋 服 仕立| 3.2 13.3 













?子人別 724 尚 二| 二I 13~ 


































Eブ号 子 人rLd|じJ24孔j札L3J413J!. 6.?1 6}13.~ 二オ|4二ゴ! 
















え有給休 a侯:ョ 休 日 | 有続休暇ー週休 |233日!不定|綿 I f十 あるない |鰯 J t十 l
161 9! -1 30 1 17 16.~1 44-1 100 0 3674dlつ}!
女乎人数1 }51 _~ d ， _，1' -1 _ ~!1 15 16 -1 31 















下人P 1di14410j134 二I3.11 6イ643



























第 37表 身 t分 }'HJ人数と そ の割合
| 本原|常雇 |臨時| 見習工 I~え議抑制鰍 | 計
二|二| 30 " ー% 46.7 100.0 
女子人F116| 3.2i 31 旬 51.6 100.0 
の 1おるのはこのような関係からである。
それでは青年たちは現在の報酬につい日どう評価しているであろうか。第24








































































































































勉強の必要 . I 勉強め機会や条件 ，
大
L、

























やで 設て かつ にい . 
通 んい もて のればらて 努力
〆
者十
信 -eる とL、 すιL、 無
仲-もら 教育 く 十こる よいる しF ふ し 他!ト、で て 答
" % I 53‘ 3J2046461| 
す子ゾ161~1 1小1二!こ|2 316.5 100.0 
C!i)通勤青年の部lの第9図と対照される。
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--....._て|ほんとに|一lEZ咋川一! 計そう思うがする い 思わない 。
ヲ子人グ|
30 
13.3 33，3 loll~ol 
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病問 kの1官接の原動力となるこ とはドう までもない。なお男子の17%，女子の
「生活改嘗Jを呂10%が 「ゆたかな教養先身につけるようJ努力していたり，
擦としたり，あるいは f家鉄が病気にならないよう」配慮していることは，そ

















子人数I11 I~I 1j 器|ナ11-l zi 30 女 1 1  -1 -1 1~ 291 1 4  41 1 2!. 19
男女 子 % 



























者が多いのであろう。 r学費がないj のはまった〈家庭的事情からで， r殺や
まわりの人の意見によって」とか. r霊祭の仕事がいそがしし、J等とともに他律












第 50表 個人 で勉強してい ること
..............___空三i刺激 | 術総|家庭 | 縦|端 l な~，1叫 計
ヲ子人%~I 6}13JIこ|二I3.11 6 ~I 6}jl ]6.~1 10 
守子人r| 11344 1iJ!?| 3.2  -1 .2112.9j 3.2  3.2 58.21 16.1100.0 
ではこうした勉強についてそのあり方をどう考えているのかを問うてみると




刑判二; 454 1 100~












































































































































































子13%(10%) ，家計補助が男子10%(11%) ，女子6% ( I Q~め となってい





















































全国集計は54-7%) ，二 ・三男(抱え込み型)29名 (35.8%，全国集計32.8
























































第 53表 両 親の健否
|醐あり|父なし|母な し|問なし|紙 :t 
本(1県長男 人%数 41 ・1久96 一 51 80.4 ー 100.0 
'ieニ・三事主%人数 22 A 一
281 9i
75.9 13.8 3.4 
1/太子人数 65 21 一
1/ % 73.0 23.6 100.0 
一



















第38図 仕事にづい て…H 全国集計との比絞
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「あまり よくないJ' rわるい」と Lた者が65%もあることでわかる。そこで二
・三男だけの経営規模と家の暮らしについ 第4.2図 二 ・三男家庭の経営規
筏と家の暮らしの関係、

































第 54号室 家の暮ら しをよぐするための努力…・全国集計との比較
1/ 
全図 」男思子 % I 2μ遅邑μ.1

































































































次は長男でふるが，二 ・三男問機 「自分自身のことJと f学歴がないJこと
の割合が高くなっているがくあわぜて34%)，その集中皮はこ・三男ほどでな
く， 3， 4， 5， 6， 7 な苫の項目に 7 ~ 8%づつの分数がみられる。それは
長男のおかれている立場によって 「家がまずLいj ことであったり， r妻美人の





























































理解でぎる〉をあげた者が4分の lもあり P 二・三男に趣味や勉強を主りあげ































第 56表 生 活 理 想、(全国集計 とーの比竣〕
¥ミと「と守主に制社会オ仕事にう「つに乙み活の 使な れ しため もこんでれた主と主総いっは 計
いめる・ つくすいく ない
長男 人数 18 21 2 51 
1/ %. 35.3 3.9 3.9 2.0 2.0 100.0 
ラ・三易会数 9 一 29 3.4 3.4 100.0 
会MC チ人%数 4 7 2.2 
89 
1.1 4.5 7.9 1.0.Q! 



















































































































































木県長男グ 49 一 一 一 一 一一， - 51 96.0 一 -12.0 ー 一 100.0 
路1/二・三勢人%事長 27 29 
93.2 
， 
}.4 10脅b一 一 一
，tft tL二十 ラ人4数 8 一 4 l 89 92.2 1.1 4.5 1.1 100.0 
f金w調 よ女息子 F鋲6||7823.36l | 33114130 99.9 3.7 1.41 1.51 1，3 2.6 99.9 
資料 2 ~}ζ力を入れている も の ・ ・全国集計との比較
¥てとド億三|需物|叫
本県長男人数 ・ フI 71 21 81 -1・1.5! 51 51 -1 7i 51 げ%"""1 3.9! 13.71 3.91 15.71 -! 29.51 9.81 9.81 -113.7' 10O.0 
I1二・三男人数 -1 9f 1 31 2; 71 -1 41 -1 31 29 
り% ー.31.21 3.41 10.31 6.9i 24.11 -1 I3.~ ー 10.31 lOO.O! 
I %. 1 2.2 仰63451i4m司ι71 5.6 2.2削 t叫か女子人数 21 361 .31' 41 11 18¥ 61 51 21 121 89 
錨男子 引1J.~I' 18.01 7.8j 2.sl 出しりi Hj 9.oi 100.~ 
H 女子 % I 7.71 25円 6.11 16.21 5.21 1O.~ 8.61 5.911.4|比21 99.9 
資料 3 主 たる 経 営 状 況…・・全国集計との比絞
¥てとl I1 I 2い14 I 5'!6 I 71819j y1計
本{(県-長男 。人%数 z1 
‘ ~I .J~ 一 差l - ー37.5 56，9 1.4 一 4.2' 100.0 
StIf二 ・三男人%数 t:3 一 25， 一一一 -1 1， 拘33.3 64.1 -1 2.6. 100.01 
，H f 女人 子%霊f 51 731 ' 
39.5 56.6 一 』
全国妻子 zln7|ぺω|H 31.21..20.01 39.5 3.1 2.5 iilz!河;利 一








8=署警~を取 り入れた食家 (成総 100 羽以上)
9福山林所ヰj"s主家(山林30町!)主以上〉
y=総答
資料 4 経 営 鏡 検…-・全~集計との比絞
¥dL113叫吋-8反|川町 5;('1-2町
本'(県長男 う人4数 13 2.0 7j l 2.0 5.9 25.5 
何"一.・三男人%数 一 一 13.4 8 
8 






，"，女子人%数 一 2 6.6 7 131.2 5 
'l7 5.651 loo8-9 o 2.奇 1 30.3 
会"問 男女チ子 %94i 1 :4ii4サmj|寸12.5 100.1 1.61 23.41 15.61 51 98.3 
資料 5 決 業 従 事 者……全尉築計との上ヒ絞
¥ごとii人 12人 i3人lu 1546人 7AI8人|吋人|他府










1 7 51 
" 




1='.=労人数 -1 41 81 1 一一 一一 -1 -1 21 2 
1/ % 1 -1 1.9.8127.61 37.91' 一一 一一 一一 6.91100. 






e H 人~-G数 1 .11 lUI38.3;34.82.21 -; l |一 -14.5j 10 
企岡 子 1.41 16.8149.9120.:51 6.9. J.7l 0.11 -1 -1 0.31 -1 2.11 10 ，Zチ zl lilJ23121Z1101ヰ。;14011-i-134 9
資料 6 耕 作 方 法…・会商集計との比絞
















31.3 27.5 19.6 2.0 10().(J 
fF 
FJ ・二男人%数 9 3 9 一 29 
31.1 10.3 31.1 一
JfP 女子人%数 25 16 22 89 28.1 18.0 24.7 100.0 









資料 7 署長にある機械u …全国集汁との比較
二タミ1 1 1 2 I 314 I 5 1 6 1. 7[ B 1 9十土L:_
;ニ jjJ1;j:;ij;ljij
資料 B 農 業 簿 記d・…企図集計との比絞
計
~. J応答 r ---T-~ -----1 
-...._ Iつけている |つけていない| 霊‘、、J 1 
4謀 長男人数 13 I 37 ! 
1I % Z5_5 I 72.5 
Hニ ・三男人数 2 I 2活
11μ I 6.9 1 8':).7・-
If 文子人数 I 31 I 19 





















)\\\\応\答Jl ，*~ ' 2 制 b割 i1 4 割 15 割16割17 剣1i 8抑1 制1f鍋|鱒| 計
本1県長男 λ% 襲t
31 3474訓3a 2 6 6 7J訓d引4到則 71 181 51 
2.0 5.91 7.81 3.911.8j 11.81 7.8) J.1.7185..~1 10U.0 
，"旬二 ・三男門人戸数 1123411028.901 1 3，4 3.41 3.1-1 3.41 6.9110.3117.313.838.1 10 
H 女子人数 2 21 41 21 11 101 71 81 46 
" ラ品 、 2.2 2.21 4.51 2.21 1.1111.Z1 7.91 9.0151.81 10.0.0 
金ーn属 男女子子 P?4l 1 41151514413115116βjt11003 0.9 1. 3.4 2.51 5.51 4.81 5.7113.11 8.6117.6136.81 lQO.O 
資料 10 経営をまかされているか… ・企霞集計との比鮫
¥央三| 2 " 3 1 4 1 5.1 6 1 7 1 y 1計
木県長労人数
15.871 i 2 21 一 2 19051 l 1 %ー 3.9 41.2 3.9 
tηfニ ・三男人%数 2 一 16 2 3 29: 6.9 3.4 5.5.3 6.9 10.3 100.0 
fItF 女子 人%数 3 75 1 4.4 5 
89 
1.1 3.4 84.3 1.1 100.0 
2124 ・ml n153|
一
全国男子 zl 99.9 













11 2 13 1 q 1 516 1 7 18 1 y j計
本)f県長男人ぅ4数 14 4 21 151 11 -1 31 51 
27.4 2.0 7.8 2.0 3.91 29.41 21.61 -1 5.91 1 00~.() 
げwニ ・三男人数% 12 2 2 一 -1290 
41.5 6.9 6.9 3.4 一 -1 3.41 10~0. 
ν/f 女手人%数 49 3 l 2 1 71 61 -1 18 
55.1 3.4 1.1 2.2 
会館 男女子 %労 1| 5751 6j 8.何4 






















|別卒lyh官官~、制送科薬 越i科料尉 記i若草罫;i計. 
本/f県長男人m数
;ニ・三男会数 | 3.4 
IMF 女二子 人%数
s 































































" % 1111121ヰヰ 二141HA9110m
j:4?3ltitiltqt434314司祭1271TfJ全国男子 %1H 女子労 i
-l15 -
資料 。17 勉強について£う思うか…・全国集計・との比絞
、と分町 立ツす強 す勉強のとい詰ら 盤Z吋な簡つよる 震答しはせきて9分今i自す9にあR らな てにひ 2 る は に れん いν・つをいづ勉強 . 計とツ るつく 無空事り勉 もき も、 区 φ くしす
本"県男子. 人%数 15 4 2 51 29.4 2.0 7.8 3.9 IOO.O 
u，ニ・三男人μ数 6 6 29 
2Q.7 20..7 100.0 
HF4 女チ 人%数. 16 3 4 7 89 18;0. 3.4 4:5 7.9 LOO.O 
主"国 男女予子 %%| 29746| 32刈4 99.0 7.2 58.9 4司 100.0 
資料 18 勉強は金もうけのため .・全凶集計との比較
てご ほそ そが ゐわ "lf'恩 審答|んと 思う んす まな んわ 計なる りし、 ぜなにう 気 ，思 んい 主系
本県男子人数 .2 13 24 9 3 51 
" ヲ6 3，.9 25.5 47.1 17.6 5.9 ]00.0 
'fr二 ・三男人%数 .3 3 14 8 29 
10..3 10.3 48.4 27.6 3.4 100.0 
"ー 女 子 人数 6 1う 玄1
33.0 7 
11 89 
'I! % 6.7 16.9 30..31' 12.4 l()O.OI' 、
鋼労ネ zl 8.9' lo9o9-.6 2 " 女子 15. 
資料 19 社会や政治の勉強について……全国集計との比絞
、" )怠古寺'、大力る 事~ ¥，、 ;tし ベえが m答
ヘ~， いし 力る 1 努あ力 て つ允な 答 計にて し し、 li乙こL、
一事長い て る芳正 然
本県男子人数 ・31' l41 J5I 161 31' 51 
" % '1 ， 5.91. 27.51 . 29.41 31:31 5.91 100.0 
wニ，三男人数 '21 ' 9 ・ 11 51 21 29 
1 . % 1 ，6.91 31.01. ' 38，0.1 17.21 6.91 100.O 
H 女平人数 31 ' 181 321 221 141 89 
，e ヲ63.420.，21 36.01 24.71 15.71 100.0 
全国男手%1 11.21 2吋




大る や あま い まな 翠 ~çL、 や 。L、・ 言十tこ ある なり f三~ 〈 答書喜
本"県男子人%数 | 703.6 6 1 3.49  lo5-o 1 21.6 
1/-ニ・三男人数 12 7 29 
1/ % 41.5 24.1 3.4 100.0 
1/ 女子人数 45 22 6.67 . 89 
" % 50.7 24.7 100.fJ. 
制男子 Z| 1 •• 87' | 3.01 IOU0-.0 0 
" 
女子 47. 17.1 10 
資料 21 勉強する機会や条件について…・全国集計との比1絞
てごめ て
めてう |めてほ まめて 蚤~~
まぐ いる
ぐい ぐいう つぐな 計十








23 2 4 




"ニ ・三努人%数 8 3 27.6 10.3 3.4 10 
/1女子人数 36 2 7 
r うら 40.4 2.2 7.9 





ν 女子 1 



















の課題について異なった観点から F より具体性と斑笑性をもった体験や方法を a
おもちの方もあると思われるひそれらについて忌たんない御意見，御教示をい
ただけるなら幸いである。
象後にこの調査を笑施するについて2 。金額的iζ御援助と御協力をくださった
調隆夫t~良市町村当局.ならびに教育委員会事務局. および調査を察の配布，回収
に御記慮.御支援をおしまれなかった対象市町村の関係、中学校，公民館毒事に探
くf惑加の意を表するもdでおる。
なおこの調盗研究の企画は主として前所員中浜新四郎(現県教育庁社会教育
課勤務〕があたり，所長補佐/J、林正~，研究員粟資質次，羽鳥敬一の 3 名が共
同推進をはかるとともに，全研究員が調査にあたった。そしてとの記要の原稿
を執筆したものは菜賀寅次である。
-118-
